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災
害
応
急
措
置
費
二
千
二
百
四
十
七
万
円

を
追
加
(
一
般
会
計
補
正
予
算
)

8
月
臨
時
市
議
会
は
、
お
日
に
開
催

さ
れ
、
災
害
復
旧
応
急
措
置
費
の
外
次

の
議
案
が
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

・
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
二
千
二
百
四
十
七
万
円
を
追
加
し

、あなたも車のスピードを落して

歩行者の安全を守ろう/、

て
、
そ
れ
ぞ
れ
歳
入
歳
出
の
総
額
を
、

五
十
一
億
六
千
四
百
二
十
九
万
三
千
円

と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は

8
月
豪
雨
に

よ
る
災
害
応
急
措
置
費
を
計
上
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

-
西
布
施
公
民
館
新
築
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

実施期間 9月21日'"'"'9月30日

9
月
幻
日
か
ら

9
月
初
日
ま
で
の
叩

日
問
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

運
動
は
歩
行
者
、
特
に
幼
児
と
小
学

校
児
童
、
そ
し
て
老
人
の
交
通
事
故
を

防
止
す
る
こ
と
を
重
点
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
市
民
の
一
人
/
¥
が
正
し
い
交
通

ル
l
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事

故
に
よ
る
死
傷
者
を
な
く
す
る
よ
う
お

互
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

殊
に
秋
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
等
、
車
で
の
外
出
が

多
く
な
り
悲
惨
な
交
通
事
故
が
多
発
す

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
運
転
者

は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
、
安
全
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
は
、
次
の
目
標

に
よ
っ
て
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
街
頭
指
導
や
取
締
り
も
強
力
に
行

な
わ
れ
ま
す
。

@
特
に
幼
児
と
児
童
や
、
老
人
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
。

準備期間 9月1日'"'"'9月20日

老
人
や
幼
児
な
ど
は
、
道
路
交
通
上

弱
い
立
場
に
あ
る
者
で
す
。
老
人
や
子

供
を
見
た
ら
特
に
安
全
運
転
を
最
優
先

に
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
間
中
に
は
、
買
い
物
道
路
、
チ
ピ

ッ

子
道
路
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

。
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

最
近
は
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
利
用

者
も
交
通
ル

l
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ω左
側
を
一
列
に
通
行
し
よ
う
。

ω手
信
号
で
交
差
点
を
渡
り
ま
し
ょ

、「，，。
ω夜
間
は
灯
火
を
用
い
ま
し
ょ
う
。

@
運
転
者
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

多
数
発
生
し
て
い
る
自
動
車
事
故
の

中
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い

た
た
め
に
一
命
を
拾
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
め
ん
ど
う
が
ら

ず
に
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
死
亡

事
故
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

@
暴
走
族
を
許
さ
な
い
。

社
会
や
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
暴
走

族
に
対
し
て
は
、
注
意
の
ひ
と
声
を
か

け
、
警
察
や
学
校
に
も
連
絡

・
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

。
街
頭
活
動
を
市
民
参
加
で
強
化

多
数
の
市
民
に
街
頭
監
視
を
お
願
い

し
て
、
歩
行
者
の
安
全
を
守
り
、
無
謀

運
転
を
防
止
す
る
よ
う
、
交
通
安
全
の

ル
l
ル
の
実
践
を
は
か
る
。

特
に
期
間
中
は
、
街
頭
で
の
指
導
を

強
化
し
ま
す
。

一
富
山
海
区
漁
業
一

…
調
整
委
員
会
委
員
一

a

一

き

ま

る

.

…

富
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委

一

一
員
選
挙
が
、
8
月
4
日
に
行
な
わ
れ

一

一
ま
し
た
。

一

当
選
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一

一

順
序
は
届
出
順
(
敬
称
略
)

一

一
浜
田
健
一

魚
津
市
経
団
西
町
叩
番

一

問
号

一

一
世
官
野
秀
雄

氷
見
市
脇
方
制
番
地

一

…
穴
倉
権
ニ

氷
見
市
薮
団
組
番
地

…

一
島
崎
藤
左
ヱ
門

魚
津
市
新
角
川
2
一

一

丁
目
4
番
5
号

一

一
西
島
栄
作

下
新
川
郡
入
善
町
芦
崎

一

一

肌
番
地

一

一
平
井
弘
義
滑
川
市
荒
町
側
番
地

一

一

湊

誠

治

氷
見
市
朝
日
制
町
口
番

一

一

弘
号

一

一
尾
山
栄
吉

新
湊
市
三
日
曾
根
4
番

…

一

3
号

一

一
茶
山
鎌
郎

氷
見
市
北
大
町
叩
番
5
号
一
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8月豪雨市を襲う・H ・H ・.....・H ・....4、57
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色コ

る

8月の集中豪雨は市内で、8月14日に209ミリを
超えたそうである。
これ以上の降雨量があつだ場合は、市内の各
河川はすべてはんらんし、大洪水となることが
わかる。 9月T日は防災の臼、 20年前の9月10
日は、忘れることのできない魚津市の大火の日
である。街は見事に復興されだが、台風期を迎
え家族ぐるみで防災会議を開き災害に対処しょ

っo

表
紙
の
こ
と
ば

L....--
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国
民
年
金

ご
存
知
で
す
か
ノ

年
金
制
度
が
通
算

さ
れ
る
こ
と
を

‘
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年
金
制
度
に
は
各
種
の
給
付
が
あ
り
、

な
か
で
も
老
後
の
所
得
保
障
を
目
的
と

し
た
老
齢
(
退
職
)
年
金
が
年
金
給
付

の
中
心
を
な
し
て
い
ま
す
。

老
齢
(
退
職
)
年
金
を
受
け
る
に
は
、

通
常
、
そ
の
制
度
に
初
年
か
ら
お
年
加

入
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
人
そ
れ
ぞ
れ
職
業
に
よ
り

加
入
す
る
年
金
制
度
が
異
っ
て
い
る
た

め
、
転
職
等
に
よ
り
他
の
制
度
に
移
っ

た
場
合
に
、
一
つ
の
年
金
制
度
だ
け
で

必
要
な
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、

ど
の
年
金
制
度
か
ら
も
老
齢
(
退
職
)

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
年
金
制
度
(
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
等
)

の
加
入
期
間
を
合
算
し
て
一
定
の
加
入

期
聞
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

金
制
度
か
ら
そ
の
加
入
期
間
に
応
じ
た

通
算
老
齢
(
退
職
)
年
金
を
支
給
し
、

老
後
の
所
得
保
障
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

通
算
さ
れ
る
年
金
制
度

加
入
期
間
が
通
算
さ
れ
る
年
金
制
度

は
次
の

8
種
類
の
公
的
年
金
制
度
で
す
。

ω
厚
生
年
金
保
険

ω
船
員
保
険

ω
国
民
年
金

ω
国
家
公
務
員
共
済
組
合

ω
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

ω
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合

川
公
立
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合

附
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

通
算
さ
れ
る
加
入
期
間

通
算
さ
れ
る
加
入
期
間
は
、
原
則
と

し
て
一
つ
の
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が

1
年
以
上
あ
り
、
か
つ
、
昭
和
お
年
4

月
1
日
以
降
の
加
入
期
間
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き

る
人
、
た
と
え
ば
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
な
ど
で
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
か

っ
た
期
間
も
通
算
の
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
年
金
額
の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん

の
で
、
任
意
加
入
期
間
は
、国
民
年
金
の

保
険
料
を
か
け
て
お
く
と
安
心
で
す
。

ま
た
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、
共

済
組
合
等
は
期
間
の
計
算
の
仕
方
が
少

少
異
っ
て
い
ま
す
。

通
算
老
齢
年
金
の
受
給
要
件

ω
各
年
金
制
度
の
加
入
期
間
を
合

算
し
て
お
年
以
上
あ
る
場
合
。

ω
国
民
年
金
以
外
の
加
入
期
間
を

合
算
し
て
加
年
以
上
あ
る
場
合
。

ω
他
の
制
度
か
ら
老
齢
(
退
職
)

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
。

な
お
、
こ
の
受
給
資
格
期
間
(
お
年
)

は
、
年
齢
に
応
じ
て
叩
年
か
ら
M
年
に

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
算
老
齢
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
、

国
民
年
金
は
臼
歳
か
ら
、
厚
生
年
金
保

険
な
ど
国
民
年
金
以
外
の
制
度
は

ω歳

か
ら
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

。
奥
さ
ま
が
た
の
厚
生
年
金
期
聞
を

生
か
す
に
は
、

ぜ
ひ
、
国
民
年
金
に
加
入
を
。

閉
山
年
歌
会
始
の

お
題
は
「
海
」

臼
年
歌
会
始
の
お
題
は
、

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
題
は
海
(
う
み
)
で
す
が
、
歌
句
に

は
海
の
語
意
の
あ
る
他
の
言
葉
を
用
い

て
も
よ
く
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
語
句
が

な
く
て
も
、
海
の
情
景
が
詠
み
込
ん
で

あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

マ
用
紙
は
、
半
紙
(
習
字
用
の
半
紙
が
よ

い
。
)
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す

る
場
合
は
、
用
紙
は
随
意
と
し
毛
筆

で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
あ
て
先
「
則
東
京
都
千
代
田
区
千
代

回
一
番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
て
封
筒

に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ

さ
い
。

マ
期
間
は
、

9
月
1
日
か
ら
叩
月
ロ
日

ま
で
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が

叩
月
ロ
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し

ま
す
。

「
海
」
と

詠
進
歌
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
住

所
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ

た
封
筒
を
添
え
て
、

9
月
末
日
ま
で
に

し
て
く
だ
さ
い
。

第
四
国
明
る
い
社
会

づ
く
り
推
進
富
山

県
大
会
を
開
催

(
9
月
間
日
市
民
会
館
)

「
心
豊
か
な
明
る
い
社
会
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
第
四
国
富
山
県
大
会
を

魚
津
市
で
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、

市
民
各
位
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

9
月
日
日
午
前
9
時
か
ら

場
所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

記
念
講
演
会
午
前
日
時
か
ら

講
師
学
習
院
大
学
教
授

飯
坂
良
明
先
生

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
に
つ

い
て

j寅
題プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保

安
点
検
の
お
知
ら
せ

9
月
中
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
消
費
設
備

の
法
定
調
査
の
保
安
点
検
を
行
い
ま
す

か
ら
次
の
地
区
の
方
は
ご
協
力
く
だ
さ

マ
上
野
方
地
区
大
海
寺
野
1

・
2

・

3

・
4

・
5
、
石
垣
、
石
垣
平
、
大
海

寺
野
住
宅
四
一
六
件

(
敬
称
略
)

市
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
N
E
C
U
イ
ン
チ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

一
一
台
(
十
六
万
円

)l経
団
保
育
園

備
品
と
し
て
経
団
中
町
朝
野
喜
美

マ
天
井
式
扇
風
機
三
台
壁
面
式
扇
風

機
一
台
(
十
万
円

)l愛
育
園
備
品

と
し
て
愛
育
園
愛
護
会
長
大
川
智
子

マ
児
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
(
十
六
万
円
)

1
総
合
体
育
館
備
品
と
し
て
宮
津

新
川
乳
業
株
式
会
社

マ
魚
津
地
区
真
成
寺
町
、
新
金
屋
2

丁
目
一
六
八
件

マ
西
布
施
地
区
蛇
回
、
小
川
寺
1
・2

日
尾
、
御
影
、
長
引
野

1
・
2
、
布
施

爪
、
黒
沢
、
大
沢
三
七
一
件

マ
其
の
他
経
団
地
区
二

O
O件

点
検
に
は
、
富
山
県

L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー

5
3
4
0
番
へ
ど
う
ぞ
。

g
u
局
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市関係 8億4，400万円

県関係 4億7，976万円

4名
13億2，376万円

災害の発生と防災について考えよ
毎年市を襲う豪雨は、 7月8月に集中しているようです。 9月は又台風の季節でもあり、火災の発生と雨
台風による水害の発生が心配されます。 8月14日の豪雨は、山くずれによる死者4人、家屋の半壊 1、床下
浸水529、 床上浸水41のほか提防の欠壊や道路の欠壊が続出しました。 今その状況を写真でお知らせします。

つ

4
『
い
ち
は
や
く
設
け
ら
れ
た
災
害
対
策
本
部

百
数
十
名
が
出
動
し
て
行
え
不
明
者
の

救
助
活
動
(
金
山
谷
地
内
)

ぞ
く
ぞ
く
入
い
っ
て
く
る
被
害
報
告
を
前

‘
に
真
剣
な
救
援
対
策
を
協
議
す
る
首
脳
陣

d

司
欠
壊
し
た
提
防
と
浸
水
し
た
農
地
(
角
川

(4) 

4

司
堤
防
が
欠
壊
し
た
出
地
区



死者
総額

被害
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家
族
で
防
災
会
議
を

もう少し続いて降れば大惨事

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
っ
た
の
は
寺
田
寅
彦
博
士
で

す
が
、
あ
の
関
東
大
震
災
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
の
が
一
日
の
防
災
の
日
。

科
学
が
進
ん
だ
と
は
い
え
突
然
グ
ラ

グ
ラ
と
や
っ
て
く
る
地
震
を
予
知
す
る

の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
関
東
大
震
災
の
時
、
死
者

は
九
万
九
千
三
百
三
十
一

人
。
同
じ
規

模
の
新
潟
地
震
(
羽
年
6
月
日
日
)
の

死
者
は
二
十
六
人
と
い
う
差
が
出
て
お

り
ま
す
。
専
問
家
の
話
で
は
火
災
が
発

生
す
る
か
ど
う
か
で
こ
れ
だ
け
の
差
が

4
司
完
成
が
待
た
れ
る
角
川
防
災
ダ
ム

出
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
お
ど
ろ
き
ま

す
。
新
潟
市
の
場
合
、
昭
和
初
年
の
同

市
大
火
で
得
た
教
訓
が
生
か
さ
れ
、
多

く
の
人
々
が
と
っ
さ
に
火
を
消
し
た
か

ら
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

あ
の
当
時
よ
り
、
人
口
密
度
も
自

動
車
台
数
も
化
学
薬
品
の
貯
蔵
量
も
比

較
に
な
ら
な
い
程
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

震
災
の
場
合
や
、
火
災
の
場
合
、
ま

た
水
害
の
場
合
と
、
も
し
起
き
た
ら
家

族
は
ど
こ
へ
逃
げ
る
か
を
あ
ら
か
じ
め

話
し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
狭
い
路

地
や
へ
い
の
そ
ば
、
川
べ
り
な
ど
に
は

近
寄
ら
な
い
。
手
早
く
火
の
始
末
な
ど

さ
っ
そ
く
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
一
家
族
で
話
し
合
っ
て
見
た
ら
ど

、
つ
で
し
ょ
、
っ
。

d

司
濁
流
が
押
し
寄
せ
る
奥
東
城
部
落

『

9
月
刊
日
は
魚
津
市
大
火
加
周
年
』

4
『
登
山
者
三
人
の
生
命
を
飲
み
込
ん
だ
片
員
川
の
濁
流

災
害
状
況
の
通
報

4

司
落
橋
寸
前
の
小
川
寺
川
の
は
ん
ら
ん

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

直
ち
に
災
害
対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、

救
助
活
動
や
、
防
災
対
策
が
と
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
の
発
生
地
区
で
は
、
混
乱
し
て

通
報
が
遅
れ
が
ち
と
な
り
ま
す
。
防
災

資
材
の
運
送
や
、
救
助
活
動
の
出
動
に

は
災
害
の
状
況
の
は
握
が
最
も
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

万
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
速
か

に
連
絡
所
も
し
く
は
市
役
所
へ
、
即
報

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

‘
別
又
川
の
欠
壌
を
気
付
か
う
暗
夜
の
市
民

(5) 

山
U

を
締
め
て
総
山
〈
の
用
山
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. 

山を治むるものは国を治む

い
ま
、
片
貝
川
奥
地
に
、
富
山
営
林

署
片
貝
治
山
事
業
所
の
手
に
よ
り
、
複

旧
治
山
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

片
貝
奥
地
は
、
山
が
急
し
ゅ
ん
で
気

象
の
変
化
が
激
し
く
雨
量
が
多
い
の
で

荒
廃
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
荒
廃
率
が

国
有
林
で
は
全
国
の
一
位
を
し
め
て
い

ま
す
。
こ
と
に
標
高
二
千
幻
以
上
の
荒

廃
地
を
特
殊
荒
廃
地
と
い
い
、
こ
れ
を

有
す
る
た
め
に
特
に
こ
の
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

復
旧
治
山
工
事
は
国
が
全
額
を
負
担

し
て
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
え
ん
堤

の
構
築
に
よ
っ
て
斜
床
の
不
安
定
土
砂

の
流
出
を
防
止
し
て
、
山
脚
の
固
定
を

は
か
り
、
山
の
荒
廃
を
防
止
す
る
た
め

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

工
事
は
お
年
か
ら
行
な
わ
れ
、
鈍
年

と
お
年
を
取
っ
て
見
た
だ
け
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
こ
の

2
年
間
で
一
億
二
千

三
百
万
円
が
投
じ
ら
れ
、
日
本
の
大
え

ん
堤
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

群堤ん・えの谷郎次宗企

そ
の
後
、
引
き
続
き
東
又
で
工
事
が

進
め
ら
れ
、
お
年
か
ら
総
計
鈎
本
の
え

ん
堤
が
作
ら
れ
、
総
額
六
億
四
千
数
十

万
円
が
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
東
又
の
ほ
か
に
、
南
又
本
流
や

猫
又
、
釜
谷
に
も
え
ん
堤
が
作
ら
れ
る

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

片
貝
奥
地
の
荒
廃
度
は
す
ご
く
、
州
自

年
の
災
害
の
と
き
、
阿
部
木
谷
か
ら
流

(6) 

出
し
た
土
砂
は
総
量
約
必
万
立
方
灯
と

い
わ
れ
、
大
型
ダ
ン
プ
で
約
五
千
台
分

の
量
が
数
時
間
で
押
し
流
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
恐
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
印
年
9
月
四
日
の
豪
雨
に
よ

る
阿
部
木
谷
上
流
か
ら
の
流
出
土
砂
は
、...築造中の阿部木谷最奥のえん堤

堤ん・えの谷木部阿た見ら4U
 
流本又東企

ω万
立
方
幻
と
い
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
土

砂
は
下
流
に
す
で
に
構
築
し
て
い
た
え

ん
堤
に
よ
っ
て
下
流
へ
の
流
出
を
防
止

さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
治
山
工
事
は
、
着
々
と

目
に
見
え
な
い
効
果
を
上
げ
て
来
て
い

ま
す
。
今
年
の

8
月
U
日
の
豪
雨
も
相

当
量
の
土
砂
を
下
流
に
押
し
流
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
も
し
築
堤
が
な
か
っ

た
な
ら
、
あ
の
濁
流
と
と
も
に
お
び
た

だ
し
い
土
砂
が
下
流
に
押
し
流
さ
れ
激

流
を
変
え
て
は
ん
ら
ん
し
、
大
惨
事
を

引
き
起
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

防
災
の
見
地
か
ら
工
事
に
た
ず
き
わ

っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら

一
日
も
早
く
復
旧
治
山
工
事
が
完
成
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。



9
月
日
日
の

「
敬
老
の
日
」

を
機
会
り
ま
せ
ん
が
、
老
人
が
一
般
的
に
忍
耐

に
、
老
人
の
人
権
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
強
く
遠
慮
が
ち
で
あ
り
、
ま
た
あ
き
ら

い
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
め
や
す
い
う
え
、
事
を
荒
ら
だ
て
て
事

意
義
の
深
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
態
を
不
利
に
し
た
く
な
い
と
か
、
家
庭

法
務
省
の
調
べ
で
は
、
老
人
に
対
す
内
の
も
め
ご
と
を
表
ざ
た
に
し
た
く
な

る
人
権
侵
犯
事
件
数
は
さ
ほ
ど
多
く
あ
い
と
い
っ
た
心
理
が
は
た
ら
く
こ
と
、

4

司
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
市
最
高
年
齢
の
石
川
よ
志
さ
ん
(
何
歳
)
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9月15日は敬老の日

老人をいたわりましょう。
老人福祉月間行事日程

人
権
意
識
の
不
足
な
ど
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
な
お
相
当
数
の
事
件
が
潜
在
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

老
人
に
対
す
る
人
権
侵
犯
事
件
を
内

容
的
に
み
る
と
、
家
庭
内
に
お
け
る
冷

遇
虐
待
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
近

隣
者
の
い
や
が
ら
せ
、
近
隣
の
騒
音
振

動
等
に
よ
る
住
居
の
平
穏
侵
害
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
老
人
に
対
す
る
人
権
侵

害
の
原
因
は
、
主
と
し
て
老
人
と
家
族

あ
る
い
は
近
隣
者
と
の
聞
の
価
値
観
の

差
、
感
情
の
く
い
違
い
な
ど
が
こ
う
じ

た
結
果
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
老
人
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
と
く
に
家
庭

生
活
の
中
に
お
い
て
家
族
ぐ
る
み
の
老

人
へ
の
思
い
や
り
が
必
要
で
あ
り
、
同

時
に
老
人
が
持
っ
て
い
る
豊
富
な
経
験

と
知
識
を
活
用
す
る
意
味
に
お
い
て
老

人
が
ふ
さ
わ
し
い
役
割
を
持
つ
ニ
と
も

老
人
の
孤
独
感
や
疎
外
感
を
緩
和
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
老
人
も
社
会
の
一
員
と
し
て
、

あ
る
い
は
家
族
の
一
員
と
し
て
必
要
な

協
調
性
を
持
つ
と
と
も
に
自
分
も
積
極

的
に
余
暇
の
利
用
を
考
え
る
な
ど
、
充

実
し
た
生
活
へ
の
意
欲
を
持
ち
続
け
る

こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

住
の宅
案融金
内資融
受公
付庫
グ〉

住
宅
金
融
公
庫
で
は
住
宅
資
金
の

融
資
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
し
て

い
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

9
月
9
日
ま
で

申
込
先
金
沢
市
丸
の
内

4
番
ロ
号
金
沢
中

央
ビ
ル
内

1
階
8

0
7
6
2
|
臼
|

3
4
2
1
代

住
宅
金
融
公
庫
金
沢
支
所

く
わ
し
く
は
右
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

9月1日休:)i88才(米寿)及び90歳の老人
~ r7~BBrh=C f 88歳32人

2日(柑j宅訪問内訳t90歳24人
3日ω
4日仕)

5日(日)

6日(月)

7日(刈

8日(ホ)

9日(柑1l養護老人ホーム入所者一泊
10日幽 j招待会(大谷温泉)約15人

11日出

12日(日) 老人健康体操指導(百楽荘)
越野先生

13日(月)

14日ω
15日(水)敬老の日

16日(木)ひとりぐらし老人一泊招待
17日幽j会(新川荘)約50人

18日仕)

19日(日)

20日(月) ねたきり老人介護手当支給日

21日(刈老人の歩こう会(天神山)

22日(水)

23日休)

24日幽

25日仕)

26日(日)

27日(月)

28日ω
29日(水)

30日(木)

魚津市長
新川ヴィーラ一日施設長

※9月15日から10月14日まで

百楽荘へ70歳以上の老人無料招待

※ 9月15日から 9月21日まで

保育園々児百楽荘慰問

北
電
だ
よ
り

照
明
器
具
は
い
つ
も

き
れ
い
に

汚
れ
て
い
る
と
明
る
さ
が
へ
り
ま
す

秋
の
夜
長
、
灯
下
親
し
む
好
季
節
。

ラ
ン
プ
や
か
さ
が
ホ
コ
リ
や
虫
で
汚

れ
て
い
ま
す
と
明
る
き
が

2
1
3
割
ほ

ど
へ
っ
て
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。
年
2
1

3
回
は
手
ま
め
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

昔
は
一
室
一
灯
で
同
じ
よ
う
な
器
具

や
光
源
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
屋
に
ふ
さ
わ
し
い
器
具
や
光
源
に
よ

る
照
明
効
果
を
演
出
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
一
つ
の
部
屋
を
合
理
的
に
使
用
す

る
た
め
一
室
多
灯
の
傾
向
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

用
途
に
応
じ
て
点
滅
し
た
り
、
直
接

光
源
が
目
に
は
い
ら
ぬ
よ
う
、
ま
ぶ
し

さ
を
除
い
た
り
、
極
端
に
暗
い
所
が
な

い
よ
う
平
均
に
明
る
く
し
た
り
、
生
活

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
。管

北
陸
電
力
魚
津
営
業
所

g
M
|
1
4
0
0
 

(7) 

(
今
月
の
市
中
往
来
は
休
み
ま
す
。
)
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み
ん
な
の
体
育

日
月
刊
日
は
体
育
の
日
で
す

グ
総
合
体
育
館
を
無
料
開
放
d

総
合
体
育
館
落
成
一
周
年
を
迎
え
、

心
身
の
健
全
な
発
達
と
明
る
く
豊
か
な

市
民
生
活
の
充
実
を
期
し
、
体
育
の
日

を
中
心
と
し
て
次
の
行
事
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

マ
総
合
体
育
館
の
無
料
開
放

日
月

9
日
、
叩
目
、
日
日
の

3
日
間

を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

マ
体
力
テ
ス
ト
、
体
力
相
談
の
実
施

日
月
刊
日
希
望
者
を
対
象
に
行
い
ま

す
。

マ
種
目
別
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

日
月
9
日
剣
道
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

叩
月
日
日
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
レ

l
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

レ
ス
リ
ン
グ
、
柔
道

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
器
具

そ
れ
ぞ
れ
の
コ

l
ナ
で
は
、
体
育
指

導
委
員
が
実
技
の
指
導
に
あ
た
り
ま

す
。

V
第
一
回
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

開
催

。
日
時

l
m月
刊
日
制
午
前
9
時

。
参
加
資
格
|
市
内
各
事
業
所
、
会
社

官
公
庁
、
町
内
会
、
校

下
、
公
民
館
な
ど
自
由

。
参
加
申
込
|
教
育
委
員
会
ま
た
は
総

合
体
育
館

。
申
込
締
切

l
m月
5
日

ω

試
合
は

9
人
制
パ
レ
!
と
し
オ
ー
ダ

は、

ω歳
以
上
男
子

2
名
、
女
子
3

名
、
他
は
制
限
な
し
と
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
教
委
、
ま
た

は
体
育
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

V
第
一
回
走
ろ
う
会
大
会
の
開
催

マ
日
時

l
m月
刊
日
午
前
9
時

マ
参
加
資
格
|
男
女
を
問
わ
ず
満
叩
歳

以
上
の
者
(
明
治
生
れ

女
性
歓
迎
)
た
だ
し
、

小
中
学
生
は
学
校
長
の

参
加
許
可
書
を
要
し
ま

す
。
参
加
者
は
健
康
診

断
を
受
け
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
コ

l
ス
|
市
営
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

周
辺
道
路
約

4
J
μ

マ
参
加
申
込
|
市
教
委
ま
た
は
体
育
館
、

市
内
運
動
具
庖

マ
申
込
締
切

l
m月

5
日
刈

詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
教
委
、
ま
た
は

体
育
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企富山県青年大会の陸上の表彰式

第25田県青年大会終る

第25回富山県青年大会は8月22日
快晴にめぐまれ、県内各郡市の青年

団員など 3，500人を集めて市営吉田

グランドで開会式を行ない、市内10

会場に分散して盛大に行なわれまし

fこ。 次参

(8) 

第
却
回
富
山
県
民
体
育
大
会

入
賞
者
〈
魚
津
市
分
〉

" " 

勝

。

卓

球

。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

。

レ

ス

リ

ン

グ

O
陸

上

競

技

。
ラ
イ
フ
ル
射
撃

。

レ

ス

リ

ン

グ

8
月
7
日
か
ら
9
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
県
民
体
育
大
会
で
魚
津
市
選
手
団

は
よ
く
健
闘
し
左
記
の
入
賞
者
が
あ
り
ま
し
た
。

優

勝

。

軟

式

テ

ニ

ス

中

学

女

子

団

体

。

陸

上

競

技

一

般

男

子

1
5
0
0
M

H

中
学
女
子

2
0
0
M

教

員

男

子

円

盤

投

げ

H

1

1

0

M

H

 

教

員

女

子

個

人

成

年

男

子

ダ

ブ

ル

ス

一

般

男

子

組

同

級

一

般

女

子

日

M

一

般

男

子

三

姿

ー

っ

白

F
b
R
N悼

1

5

K

G

市

卯
同
級

個

" 

勝

。cgcg。
陸陸卓相

"上上

競競

技技球撲

" " 

。。
馬水

" 

。
サ

ソ "

カ
" 

。

野

球

。

ラ

グ

ビ

ー

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

" 

術泳

青
年
男
子

教
員
男
子

一
般
男
子

一
般
男
子

青
年
男
子

一
般
女
子

中
学
女
子

成

年
一
般
男
子

中
学
男
子

一
般
男
子

中
学
男
子

中
学
女
子

1
5
0
0
M
 

5
0
0
0
M
 

5
0
0
0
M
 

4
0
0
M
リ
レ
1

1
0
0
M
 

1
0
0
M
背
泳

B

馬

場

白
馬
障
害
飛
越

六

段

飛

越

団

体

" " " " " 
勢

魚

津

市

竹

田

賢

治

虎
谷
加
代
子

一
一
一
日
市
寛
司

小

森

幸

哉

柚
木
リ
ツ
子

大

沢

浩

司

宮

坂

公

夫

浦

田

久

義

溝
口
八
千
代

中

川

幸

明

米

屋

華

三

高

島

浩

野

沢

辰

則

斉

藤

司

古

川

仁

一

飛

世

悦

雄

紙

谷

実

成

魚
津
チ
ー
ム

虎
谷
加
代
子

加

藤

陽

子

大

江

幹

夫

肥

塚

宗

義

肥

塚

宗

義

魚
津
ク
ラ
ブ

西

部

中

学

西

部

中

学

魚
津
ラ
ガ

l

魚

津

市

魚

津

市

人



第
一
回
市
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
開
催

マ
日
時

叩
月
M
日
側
、
白
日
目

マ
場
所
西
部
中
学
校

マ
参
加
資
格
事
業
所
、
同
好
会
、
ク

ラ
ブ
等
自
由
で
す
。

マ
申
込
締
切
叩
月
5
日

マ
申
込
先
市
教
育
委
員
会
、
市
総

合
体
育
館
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局

(
稲
盛
嘉
男
方

g
M

|

1
7
0
3
)
 

マ
代
表
者
会
議

叩
月
6
日
(
同
時
)

市
総
合
体
育
館

マ
参
加
料
一
チ

l
ム
一
、
五

O
O
円

詳
細
に
つ
い
て
は
市
教
委
、
ま
た
は
体

育
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
一
回
市
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
の

ご
案
内

マ
日
時

日
月
M
日

9 
H寺

第3窃郵便吻認司底思うあ、づ 51.9.1

犬の登録と

予防注射

マ
場
所

マ
申
込
期
日

マ
参
加
資
格

市
総
合
体
育
館

山
月
幻
日

市
内
在
住
者
及
び
勤
務

者
で
あ
る
こ
と
。
(
事
業

所
、
公
民
館
、町
内
会
)

等
い
ず
れ
で
も
よ
い
。

マ
代
表
者
会
議
叩
月
詑
日
(
日
時
)

市
総
合
体
育
館

マ
メ
ン
バ
ー

9
人
制
(
監
督
他
同
名

以
内
)

マ
申
込
先
市
教
育
委
員
会
、
市
総
合

体
育
館

詳
細
に
つ
い
て
は
市
教
育
委
員
会
体

育
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

‘
県
青
年
大
会
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

く〉生後91日以上の犬は毎年 l回市

町村役場に申請して犬の登録をし

鑑札を受けて毎年 2回春と秋に狂

犬病予防注射を受けることになっ

ています。秋の狂犬病予防注射を

下記の日程で行L、ますから、最寄

りの会場で受けてくださし、。なお

未登録犬の受付も同時に行ってい

ます。

川
月
の
歩
-
で
つ
会

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、
叩
月
3
日
制

開
木
、
大
谷
方
面
へ
行
き
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
(
パ
ス
午

前
8
時
加
分
発

)
l開
木
下
車
(
徒
歩
)

|
火
葬
場
|
大
谷
温
泉
、
帰
り
は
パ
ス

を
利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
電
鉄
魚
津
駅
に
午
前
8

時
叩
分
ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

「
障
害
を
こ
え
て

結
ぼ
う
人
と
職
」

ー
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
|

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は

9
月
1

日
か
ら
ぬ
日
ま
で
の
一
か
月
間
を
心
身

障
害
者
雇
用
促
進
月
間
と
定
め
、
潜
在

求
職
者
の
は
慢
や
そ
の
労
働
能
力
に
応

じ
た
職
業
の
あ
っ
旋
と
雇
用
率
未
達
成

事
業
所
へ
の
雇
用
勧
奨
等
に
積
極
的
に

と
り
く
む
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
皆
様

方
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

60円

西布施連絡所

天神公民館

片員連絡所

1>登録手数料 300円

1>注射料 440円

b注射消票交付手数料

。10月 1日(創
9時一 911寺30分

10時-1011寺30分

1111寺-12日寺

。10月 2日比)
9時-10時 農協上野方支所

10時30分-11時30分住吉小学校

13時-15時 魚津保健所

ま
す
。
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
連
絡

先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
魚
津
市
本
町

一
丁
目
4
1
詑

E
U
|
0
3
6
5

朝
日
分
室

下
新
川
郡
朝
日
町
泊
4
3
1

8
0
7
6
5
1
∞M
I
l
o
-
9
8
 

国
ゅ
う
ぴ
ん
ミ
ニ
ガ
イ
ド

。
書
留
郵
便

補
償
金
額
の
お
申
し
出
を

書
留
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
万
一
、

な
く
な
っ
た
り
、
こ
わ
れ
た
り
し
た
場

合
の
賠
償
額
を
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
お
申
し
出
が
な
い
と
、
万
一

の
と
き
の
賠
償
は
、
最
低
保
償
の
五
千

円
以
内
と
な
り
ま
す
。

。
便
利
な
小
包
は
が

8

小
包
の
中
に
通
信
文
を
同
封
す
る
こ

魚津市役所

石垣公民館

加桁公民館

江口江峨三次宅

。10月 3日(日)
9時-1211寺

。10月4日(月)
9時-9時30分

10時-11時

1111寺30分 -12時

。10月 5日(火)
9時-10時

10時30分 -12時
と
は
違
反
と
な
り
ま
す
。

小
包
と
同
時

に
通
信
文
を
届
け
た
い
と
き
は
小
包
は

が
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
荷
札
の
よ

う
に
針
金
で
小
包
の
外
部
に
く
く
り
つ

け
同
時
に
届
け
る
は
が
き
で
一
枚
二
十

円
で
す
。

@
お
と
し
よ
り
に

愛
の
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う

9
月
日
日
は
敬
老
の
日
で
す
。

長
年
社
会
に
つ
く
し
て
こ
ら
れ
た
お

と
し
よ
り
を
う
や
ま
い

、
長
寿
を
お
祝

い
す
る
便
り
を
お
と
し
よ
り
に
出
し
ま

し
ょ
う
く
わ
し
い
こ
と
は
包
辺
|
0
3
0
0

番

へ

ど

う

ぞ

魚

津

郵

便

局

日カ青 白社宅

経団福祉会館

。10月 6日(水)
9時-10時 上中島連絡所

10時30分-11時 生活改善センター

11時30分-1211寺30分北山鉱泉前

く)10月7日(桐

9時-11時

13時-15時

村木小学校

大町小学校

(9) 
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学
園
だ
よ
り

午
前
中
は
、
次
の
四
つ
の
分
科
会
に

別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
問
題
に
つ
い

て
討
議
を
し
ま
し
た
。

ー
た
く
ま
し
い
子
供
を
育
て
る
家
庭
教

育
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。

2
P
T
A
の
活
動
を
活
発
に
す
る
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。

3
野
外
活
動
を
活
発
に
し
、
自
然
と
親

し
み
な
が
ら
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も

を
育
て
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

よ
い
か
。

4
課
外
に
お
け
る
部
活
動
の
問
題
を
、

P
T
A
は
ど
の
よ
う
に
解
決
す
れ
ば

よ
い
か
。

/たくましい子を/

A研修会T P 

つ

年度市

育てよ

5 
仏

ぐ

か

る

刊

さ

剣

れ

け

を

真

わ

3
路

人

表

け

進

い

が

引

の

お

課

去

ソ

が

羽

で

川

名

M
J

相
官

E

r『

n
U
.
，「

山

口

の

却

に

児

ら

者

上

ん

釦

か

係

の

第

一

分

科

会

員

れ

関

晴

智

司

会

住

吉

小

P
田
代
昭
夫

委

こ

2

勢
し

助

言

市

杜

教

坂

本

治

夫

情

れ

恥

ら

孝

一、

，
p

松
倉
小

p
の
武
隈
康
明
氏
が
提
言
者

E

司

J

a

7
'h

、a''h

汁

開

ら

れ

と
な
っ
て
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
と
は
、

わ

が

か

こ

ど
ん
な
子
ど
も
だ
ろ
う
か
、

稔

会

中

田

修

の

た

精
神
的
肉
体
的
な
た
く
ま
し
さ
が

千

研

。
A
し

あ
る
だ
ろ
う
か
、
学
校
、
家
庭
、
社
会

長

T
は

円

刊

の
三
者
の
役
割
り
は
何
で
あ
る
か
、
が

会

P
ま

校

送

話
し
合
わ
れ
、
「
が
ま
ん
」
の
で
き
る
子

ベ

市

れ

学

を

「
や
る
気
」
の
あ
る
子
を
ど
う
育
て
る

会

度

わ

中

日

L

議

年

行

・

一

か
に
つ
い
て
親
が
口
先
だ
け
で
言
う
の

協

引

が

小

の

。
で
は
な
く
親
子
の
対
話
や
、
親
の
尊
い

絡

、

議

内

修

す

姿
を
み
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
な
ど
。

連

で

討

市

研

ま

A
校

い

は

に

い

ま
た
、
家
庭
で
の
心
の
安
ら
ぎ
ゃ
、
家

T
学

深

日

か

思

庭
で
の
権
力
者
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ

P
中

義

の

や

と

市

部

意

こ

和

の

れ
、
助
言
者
か
ら
、
親
の
根
気
と
親
の

西

る

つ

も

き
ぴ
し
さ
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
分
科
会

司

会

吉

島

小

P

関

口

衛

助

言

教

育
事
務
所
沢
泉
彦
吉

道
下
小

P
の
晶
ヨ
シ
イ
さ
ん
が
提
言

者
と
な
り
、
道
下
小
学
校
の
焼
失
に
と

も
な
う
P
T
A
の
協
力
の
姿
が
持
ち
出

さ
れ
、
ガ
ラ
ク
タ
市
そ
の
他
に
よ
る
売

上
げ
を
学
校
の
設
備
、
教
材
に
使
用
し

ら
提
出
さ
れ
、

T
の
立
場
、

P
の
立
場

を
そ
れ
片
¥
理
解
し
あ
う
こ
と
や
、
役

員
だ
け
の
活
動
で
な
く
会
員
総
参
加
の

雰
囲
気
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

第
三
分
科
会

司
会
上
野
方
小

P

助
言
教
育
事
務
所

海

野

実

村
崎
久
弘

た
り
し
、
こ
れ
を
や
る
上
で
の

P
T
A

の
ま
と
ま
り
や
自
主
性
が
開
発
さ
れ
た

こ
と
、
苦
し
み
の
あ
と
の
充
実
感
が
、

P
T
A
の
大
き
な
心
の
支
え
に
な
る
こ

と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
や
り
が
い
の
あ
る

P
T
A
活
動
の
実
例
な
ど
が
助
言
者
か

片
貝
小

P
大
江
道
雄
氏
が
提
言
者
と

な
り
、
片
貝
小
で
実
践
し
て
い
る
野
外

活
動
の
紹
介
を
中
心
に
話
し
合
わ
れ
、

そ
の
中
で
親
子
行
事
の
目
的
意
識
を

も
ち
子
ど
も
の
自
主
性
を
生
か
し
、
世

話
を
や
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
自
然
に
親
し
む
心
を
も
た
せ
る
こ

。。

と
が
大
切
で
あ
る
な
ど
が
申
し
合
わ
さ

れ
ま
し
た
。

助
言
者
か
ら
は
友
だ
ち
の
中
で
育
つ

こ
と
を
ふ
ま
え
、
管
理
面
、
施
設
の
強

化
や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
健
全

育
成
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

企熱心な介科会の討議

第
四
分
科
会

司

会

東

部

中

P

米
田
俊
男

助
言
東
部
中
校
長
土
師
清
広

西
部
中
P
の
糸
氏
吉
則
氏
よ
り
の
提

言
で
部
活
動
の
実
態
や
今
後
の
問
題
点

に
ふ
れ
、
全
体
の
話
し
合
い
の
中
で
は
、

部
活
動
と
勉
強
の
両
立
の
方
法
や
、
人

間
形
成
の
上
で
の
部
活
動
の
重
要
性
、

高
校
入
試
を
ふ
ま
え
て
の
心
構
え
、
個

人
負
担
の
問
題
な
ど
が
と
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

助
言
者
か
ら
ま
と
め
と
し
て
、
部
活

動
は
多
く
の
面
で
良
い
効
果
を
表
わ
し

て
お
り
、
部
活
動
は
学
校
教
育
の
自
由

な
部
分
と
し
て
、
社
会
教
育
と
の
二
本

立
て
で
行
な
う
べ
き
で
、

P
側
、
T
側
の

善
意
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
説
か
れ

ま
し
た
。

午
前
の
各
分
科
会
の
討
議
の
あ
と
、

午
後
1
時
か
ら
開
会
式
、
全
体
会
議
、

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
、
富
山
女
子
短
大
助
教
授
の

川
崎
幸
一
先
生
の
「
親
と
し
て
子
ど
も

に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
の

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
は
子
供
の
自
然
な
姿
と
し

て
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
過
程
を
わ
か
り
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善i襲安蓬欝
北 清二吉島

富川貞夫本江

石塚鉄男新宿

出谷一雄中央通り二丁目

北 茂松吉島

若林よしゑ東城

金盛吉蔵中央通り二丁目

普明会教団高岡支部
代表新倉良雄

魚津自動車学校
代表高木広吉

匿名

川岸国雄北鬼江

中央通り商栄会浅尾久矩

中央通り商栄会青年部

尾崎哲夫本江元町

友田道治新角川二丁目

川口俊雄持光寺

愛の募金箱魚津警察署外25か所で

魚、i掌ライオンズクラフ。
会長吉野豊二

魚津市立西部中学校
生徒会

や
す
く
話
さ
れ
、
今
の
子
供
に
欠
け
て

い
る
次
の
も
の
へ
の
問
題
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。

①
体
格
に
対
し
て
体
力
が
伴
っ
て
い
な

av 

②
ぜ
い
た
く
に
育
っ
て
い
る

③
仕
事
が
で
き
な
い

④
自
己
中
心
的
、
わ
が
ま
も
で
あ
る

等
は
ズ
パ
リ
核
心
を
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
親
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
と

し
て

①
働
く
事
を
い
と
わ
な
い
と
い
う
事
を

教
え
る

②
乏
し
き
に
耐
え
る
こ
と
を
教
え
る

③
正
し
く
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
こ
と

を
教
え
る
、
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

(
紙
面
の
都
合
で
大
半
を
略
し
ま
し
た
。
)

ご寄付(附)|

20，000円

20，000 

10.000 

50，000 

20，000 

50，000 

30，000 
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っ
て
き
七
学
童
・
主
走
乃
漬
咳
食
今

-1=rlr‘E
a
E
a

メ・
2
4
E
/し
る
却
4
A
1
4
f
-冨
回

れ
ま
で
毎
年
行
な
わ
れ
て
き
た
小
を
間
引
き
す
る
代
り
に
、
患
者
さ
ん

学
校
の
結
核
検
診
(
ツ
ベ
ル
ク
の
周
囲
に
い
る
人
、
昔
患
っ
た
人
に

反
応

・
B
C
G
・
胸
部
レ
ン
ト
は
随
時
、
一
年
生
で
発
病
の
お
そ
れ

撮
影
)
は
、
昭
和
的
年
か
ら
、
あ
り
と
い
わ
れ
た
人
や
、
ツ
反
応
の

一
、
中
学
二
年
だ
け
に
全
員
行
強
か
っ
た
人
に
は
小
四
で
再
度
検
診

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
を
し
ま
す
。

れ
は
、
第
一
に
幼
時
か
ら
の

B

要
す
る
に
、
一
般
に
は
、
小
一
、

予
防
接
種
に
よ
り
若
年
者
の
結
中
二
以
外
の
学
年
で
結
核
定
期
検
診

患
が
激
減
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
咳
が
半
月
近

ゆ
え
に
定
期
検
診
で
発
見
さ
れ
く
も
出
る
な
ど
、
自
覚
症
が
あ
る
場

が
低
く
な
り
、
第
三
に
は
、
む
合
は
、
風
邪
だ
と
放
っ
て
お
か
な
い

レ
線
に
よ
る
全
体
の
被
爆

線

量

で

、
医
療
機
関
で
胸
部
レ
線
写
真
を

題
と
な
っ
て
き
た
。
な
ど
の
理
撮
っ
て
も
ら
う
な
ど
御
配
慮
く
だ
さ

よ
る
も
の
で
す
。
こ

れ

ら

検

診

い

。

魚
津
保
健
所

)
)
)
‘
J
)
)‘J
)
)
)
)
)
)
)‘j
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
k
 

40，000 

ご寄付ありがとうございました
(敬称略)

(中古衣類 m 点
帽子その他 40点

魚津善意銀行

2，317枚:

20，000 

2，000 

1，000 

15，910 

27，350 

10，000 

3，000 

4，571 

125，466 

高岡市清水町

古切手

士
口{主

砂
つ
り
も
た
の
し
い
き
れ
い
な
川
原

太田邦子

黒部市
民生委員連合会

黒部市石田
民生委員連合会

谷川寛徳真成寺町

魚津市遺族会婦人部 花瓶

杉野晴江友道 石けん他 2品目36点

五十嵐俊子北鬼江 ミシン 1台

友道 3区若竹児童クラブ キャラメル60個

8月 1日号に吉田甚蔵東城10，000円とあっ

たのは、魚津市議会議員文教厚生委員会委員

一同10，000円の誤りにつき、お詫びして訂正

いたします。

18，000円

3，000 

町

黒部市三日市大町
市役所内

黒部市石田

寺

河
川
や
海
岸
を

き
れ
い
に

9
月
、
叩
月
は
、
自
然
に
親
し
み
た

く
な
る
季
節
で
す
。
河
川
に
は
清
流
海

岸
に
は
波
と
砂
、
み
ん
な
で
美
観
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

海
岸
や
河
川
の
美
化
を
保
つ
た
め
地

区
住
民
の
方
が
た
が
努
力
し
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人

が
い
ま
す
。
捨
て
る
こ
と
よ
り
拾
ろ
う

こ
と
で
、
美
し
い
自
然
と
環
境
が
育
ち

ま
す
。み

ん
な
で
美
し
い
環
境
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

新川ヴィーラ

。1)
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こまつだときには、ご利用くだ

さい。
相談料はいりません。

市民相談
物価問題等相談

日曜日を除き毎日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

交通事故相談(巡回)

サ
ラ
リ
ー
・
ロ

i
ン
と

利
息
制
限
法

富
山
地
方
裁
判
所

家
庭

最
近
サ
ラ
リ
ー

・
ロ
l
ン
と
称
し
て

簡
単
な
証
明
書
類
だ
け
で
即
座
に
隔
資

し
て
く
れ
る
し
、
そ
の
返
済
も
月
賦
で

よ
い
と
い
う
金
融
方
法
が
繁
盛
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
手
軽
に
借
金
が

で
き
る
だ
け
に
、
利
息
も
高
く
、
気
安
く

借
り
て
し
ま
っ
て
後
で
返
済
に
困
っ
て

い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
う
人
達
や
高
利
で
借
金
し

て
困
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
「
利
息

制
限
法
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
金
の
貸
借
契
約
に
つ

い
て
利
息
の
定
め
を
し
た
場
合
に
適
用

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

利
率
の
最
高
限
度
を
定
め
て
い
ま
す
。

元
本
一

O
万
円
末
満
の
場
合
は
年
二
割
、

一
O
万
円
以
上
一

O
O
万
円
未
満
の
場

合
は
年
一
割
八
分
、
一

O
O
万
円
以
上

行政相談

包月第1・第3木曜日
午後オ時-4時
市役所市民相談室

の
場
合
は
年
一
割
五
分
。
も
し
、
期
限

が
過
ぎ
て
も
返
済
し
な
い
場
合
の
賠
償

額
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
元
本
に
対

す
る
割
合
が
、
右
の
利
率
の
二
倍
を
超

え
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
の
利
率
ま

た
は
割
合
を
超
え
る
利
息
の
取
決
め
は

超
過
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
無
効
と

定
め
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
借
主

は
高
利
で
借
金
を
し
て
も
右
の
法
律
の

定
め
た
制
限
利
息
又
は
損
害
金
を
支
払

え
ば
よ
い
訳
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
律
を
知
ら
ず
に
、

あ
る
い
は
そ
の
他
の
事
情
か
ら
右
の
率

を
超
え
る
高
利
を
支
払
っ
た
場
合
は
ど

う
な
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
最
高
裁
判

所
は
昭
和
泊
年
の
判
決
で
制
限
を
超

過
し
て
支
払
っ
た
分
は
当
然
に
元
本

の
支
払
に
充
当
さ
れ
る
と
い
う
判
断
を

示
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
超
過
利
息

の
分
だ
け
元
本
が
自
動
的
に
弁
済
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
ま
ま
そ
の
支
払

い
を
続
け
る
と
、
つ
い
に
は
過
払
い
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
過
払
分
に
つ

9月T日(鳩 ・9月16日(羽

人権相談

日曜日を除き毎日

午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで
富山地方法務局魚津支局

午前10時~午後3時
県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

い
て
最
高
裁
判
所
は
、
昭
和
必
年
日

月
に
借
主
は
貸
主
に
そ
の
過
払
分
の
返

還
を
請
求
で
き
る
と
い
う
判
決
を
し
ま

し
た
。

高
利
を
規
制
す
る
法
律
は
、
「
利
息

制
限
法
」
の
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
が
、

高
利
の
借
金
の
返
済
な
ど
で
争
い
が
起

き
て
お
困
り
の
方
は
、
最
寄
り
の
裁
判

所
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
和
百
貨
庖

6
階
に

行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

こ
の
た
び
富
山
市
西
町
大
和
百
貨
庖

6
階
に
行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
は
毎
週
月
・木
に
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
は
次
の
と
お

お
り
で
す
。

相
談
内
容

公
害

・
交
通
安
全

・
固
有
財
産
、
郵

便
、
土
地
改
良
、
道
路
運
送
、
鉄
道
、

電
話
な
ど
役
所
の
業
務
全
般
に
わ
た
る

税の相談

毎月5日 ・15日 ・25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談日ガ日曜日に当つ疋場合は翌日

心配ごと相談

月曜日を除き自白

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

苦
情
意
見
、
要
望
な
ど
。

富
山
行
政
監
察
局

「
受
付
セ
ン
タ
ー
」

開
設
の
案
内

富
山
地
方
、
家
庭
裁
判
所
及
ぴ
富
山

簡
易
裁
判
(
富
山
市
西
田
地
方
町
二
|

九
|
一
所
在
)
で
は
、
民
事
事
件
、
家

事
事
件
(
調
停
や
相
談
も
含
む
。
)
等

の
受
付
事
務
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
気

軽
に
利
用
で
き
る
窓
口
と
し
て
砂
受
付

セ
ン
タ
ー
。
(
庁
舎
二
階
)
を
設
け
、

来
る

7
月
5
日
(
月
)
か
ら
業
務
を
開

始
し
ま
す
。

富
山
地
方
裁
判
所

家
庭

ふ
賓

内職相談

包週、月 ・水 ・金曜日

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

日曜日を除き自白

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所高年齢者職業相談室

(12) 

高年齢者職業相談

V
住
民
検
診
日
程

21 ... 21 20 20 10 1日0月9 月日
日 日 日 日 日

1 午後
半半時3i午後時1 

半半1午後 半半l午前 半半1午後 半半1午前 時

時7時5 
時3時1 時11時9 時3時1 時11時9 間

公民館魚i掌 館公民魚i掌 館公民本江 巡絡戸斤経図
神諏

公館民魚i掌
会検

社訪 場診

(喜夜問全地区
区3下新

栄町友区34本新町江
地方元町E地方区l Z 、

2 、諏訪町 新道区町間 対

象

大町 。“ 、
区3l 

理明 地
1 

区
@ @ @ 
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新しい明日をひらく公民館
〔上中島公民館の巻〕

今
月
は
上
中
島
公
民
館
を
た
ず
ね
、

二
川
公
民
館
主
事
に
「
み
ん
な
の
公
民

館
」
に
つ
い
て
一
文
を
よ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

地
域
の
住
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
、

公
民
館
活
動
を
の
ぞ
い
て
見
ま
し
ょ
う
。

「
み
ん
な
の
公
民
館
」

上
中
島
公
民
館
主
事

一一
川

晃

私
達
の
公
民
館
は
、
昭
和
必
年
ロ
月

に
地
域
住
民
の
熱
意
と
市
当
局
の
深
い

御
理
解
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。

大
会
議
室

・
和
室
小
会
議
室

・
料
理
実

習
室

・
事
務
室
等
を
備
え
た
も
の
で
、

建
物
面
積
三
六
六
平
方
日
の
鉄
筋
二
階

建
の
近
代
的
な
公
民
館
で
す
。

私
達
に
は
こ
の
す
ば
ら
し
い
公
民
館

を
中
心
に
活
動
出
来
る
幸
せ
が
あ
り
ま

す
。
区
長
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
、
青

年
団
、

P
T
A
、
若
妻
会
の
御
協
力
を

得
て
年
々
活
発
な
活
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
公
民
館
の
よ
り
一
層
の
振
興

充
実
を
図
る
に
は
、
地
域
に
即
し
た
公

民
館
活
動
を
活
発
に
行
な
い
、
一
人
で

も
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
「
み
ん
な
の
公
民
館
」
と

云
う
認
識
を
高
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
活

動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

公
民
館
は
、
婦
人
会

・
青
年
団
等
の

社
会
的
な
組
織
体
の
み
が
利
用
す
る
場

と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は

な
く
て
、
四

・
五
人
の
小
グ
ル
ー
プ
と

か
、
気
の
合
っ
た
仲
間

・
同
趣
を
持
つ

人
た
ち
が
気
ま
ま
に
集
ま
り
仲
間
づ
く

り
を
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
云

う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
公
民
館
は
非
常

に
楽
し
い
団
ら
ん
、
学
習
の
場
に
な
り
、

「
み
ん
な
の
公
民
館
」
に
一
歩
近
づ
く

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
公
民
館
に
は
、
テ
レ
ビ
・

ス
テ
レ
オ
・
ア
ン
マ
器
・バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
も
用
意
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、市
の
移
動
図
書
館
も
ぜ
ひ

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

‘
市
長
と
語
る
会

今
後
必
要
に
応
じ
て
備
品
の
充
実
を

図
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
気
楽
に

出
入
り
し
必
要
に
応
じ
て
す
ぐ
利
用
で

き
る

「
み
ん
な
の
公
民
館
」
に
す
る
よ

う
館
長
以
下
職
員
一
同
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
お
当
公
民
館
で
は
次
の
よ
う
な
事

業
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

。
明
る
い
社
会
と
地
域
の
連
帯
意
識
を

育
て
る
た
め
に

区
民
大
運
動
会
・・
・
子
供
か
ら
老
人
ま

で
参
加
し
て
歓
声
と
笑
い
の
中
で
過
ご

す
楽
し
い
一
日

4

司
公
民
館
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婚
前
学
級

合

-R 
B

M
 

E

…
 

叫一-

合

一
A
H

一

合

一

会

一

台

国

会
一
*

主

人M

h
h

占

*

4

・
a

A
M

民
け

敬
老
会
:・
百
名
近
い
お
年
寄
り
の
方
け

が
た
が
出
席
さ
れ
、
お
湯
に
入

っ
て

踊

け

り
を
見
て

*
A
H
 

文
化
祭
:・
地
域
住
民
の
方
が
た
の
作
け

品
展
示
や
舞
踊
に
演
劇

*合

。
生
涯
教
育
の
た
め
に

*

O
青
年
学
級

O
公

民

講

座

川

O
婦
人
学
級

O
若

妻

教

室
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さ
ら
に
公
民
館
と
地
域
住
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と
の
コ
日

ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
を
密
接
に
す
る
た

合

め
、
「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
け*
 

い
ま
す
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。
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(
夜
間
検
診
)

企
マ
l
ク
は
夜
間
検
診
で
す
。
日
中

仕
事
の
都
合
で
検
診
を
受
け
ら
れ
な

い
人
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
場

所
・時
間
は
前
記
日
程
欄
の
と
お
り

で
す
。

V
婦
人
検
診
日
程

マ
受
付

1
午
後
1
時
1

2
時

マ
料
金

1
四
百
円

V
赤
ち
ゃ
ん
相
談

マ
プ
ロ
グ
ラ
ム

O
身
体
測
定
O
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
と

し
つ
け
O
離
乳
食
O
家
族
計
画
O
相

点
火
ココ
ロマ
対
象
は

4
か
月
か
ら

7
か
月
の
赤

さ
ゃ
ん

(13) 



大
徳
寺
の
秘
蔵
像

あ
な
た
と
図
書
館
側

老
化
・
老
後
の
本

第3種郵便物腿司鹿担うおづ 51.9.1

似
除
が
ま
だ
シ
ツ
ダ
ル
タ
太
子
で
あ

っ
た
こ
ろ
、
父
に
よ
っ
て
立
派
な
宮
殿

の
な
か
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
が
、

馬
車
に
の
っ
て
近
隣
を
散
策
す
る
た
め

に
、
幾
度
か
そ
こ
か
ら
脱
け
出
し
た
。

最
初
に
外
出
し
た
と
き
、
彼
は
一
人

の
男
に
出
会
っ
た
が
、
そ
の
人
間
は
身

体
が
不
自
由
で
、
歯
が
ぬ
け
落
ち
、
敏

だ
ら
け
で
、
頭
は
禿
げ
、
腰
は
曲
が
り

杖
に
す
が
っ
て
何
か
ぶ
っ
片
¥
陛
き
、

全
身
が
ふ
る
え
て
い
た
。

耳
よ
し
ゃ

彼
が
驚
く
と
、
御
者
が
老
人
と
は
な

ん
で
あ
る
か
を
彼
に
説
明
し
た
。
「
な
ん

と
い
う
不
幸
だ
ろ
う
」
と
太
子
は
叫
ん

だ。「
わ
れ
わ
れ
弱
く
て
無
知
な
存
在
が
、

青
年
特
有
の
倣
慢
に
酔
っ
て
、
老
い
に

気
づ
か
な
い
と
は
/
き
あ
、
家
に
す
ぐ

戻
ろ
う
。
遊
び
ゃ
娯
し
み
な
ど
な
ん
に

な
ろ
う
。
わ
た
し
は
未
来
の
老
い

の
出

家
な
の
だ
か
ら
U

似
一
昨
は
老
人
の
な
か
に
彼
自
身
の
運

命
を
見
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
聞
を
救
う

た
め
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
人
聞
の
境
涯

の
す
べ
て
を
わ
が
身
に
引
き
受
け
る
こ

と
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
シ
モ
ー
ヌ

・
ド

ポ

l
ウ
ォ
ワ

l
ル
は

「
老
い
上
・
下
」

の
序
文
に
書
い
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
間
で
に
わ
か
に
老
人
問
題

が
真
剣
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
「
悦
惚
の
人
」
(
有
吉
佐
和
子

著
)
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
か
ら

で
し
ょ
、
っ
。

「
高
齢
社
会
が
や
っ
て
く
る
」
(
朝
日
新

聞
社
編
)
「
老
人
、
上
・
下
」
(田
中
多
聞

著
)
「
歳
の
と
り
か
た
」
(
エ
セ
ル

・
S
-

ス
ミ
ス
著
)
と
、
し
ず
か
な
出
版
ブ
ー

ム
を
起
し
て
い
ま
す
。

い
ま
生
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん
も
、
青

春
を
謡
歌
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
も
、

老
い
を
さ
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
。

4

司
子
供
の
夢
加
積
地
区
の
た
な
ぱ
た

一

j

い
ゆ
れ

7
h

一
下
所
持

一

一

・
/
一
尚
一
¥
一

i
d
一

一

〆
日
乱
打

ミ

一

甚
之
一

自
分
の
老
い
を
戒
め
る
も
の
を
書
い

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
三
七
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
て

「
戒
老
録
」
(
曽
野
綾

子
著
)
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
よ
い
老
年
期
を
迎
え
た
い

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
の
が
、
老

年
学

A
B
C
「
美
し
い
老
年
期
」
(
杉
村

春
三
著
)
「
続
・
美
し
い
老
年
期
」

た
べ
も
の
、
き
も
の
、
す
ま
い
、
健

康
、
看
護
と
一
人
住
ま
い
の
お
年
寄
り

か
ら
寝
た
き
り
老
人
の
看
護
の
し
か
た

ま
で
、
親
切
に
適
切
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。「

老
年
期
の
食
事
」
「
長
寿
の
一

O
O
ケ

条」
(
近
藤
宏
二
著
)
「
無
病
長
生
健
康
法
」

(
西
勝
造
著
)
「
長
生
き
的
の
ヒ
ン
ト
」

(
石
垣
純
二
著
)
病
気
に
な
ら
な
い
で
、

長
生
き
で
き
る
健
康
法
の
本
で
す
。

最
近
出
版
さ
れ
た
本
で
は
、

「
老
人
嘆

き
節
」
(
金
子
登
著
)
年
老
い
て
ま
す
ま

す
は
り
き
り
ま
し
ょ
う
と

「
老
春
謡
歌
」

(
御
木
徳
近
著
)
が
あ
り
ま
す
。

雑
誌
で
は
「
明
日
の
友
」
(
婦
人
之
友

社
)
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
図
書
館
に
備
え
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

9
月
の
お
し
ら
せ

6
日
(
月
)
星
座
と
お
は
な
し

初
日
(
月
)
人
形
を
つ
く
り
ま

・し
ょ
、
っ
。

じ
か
ん

3
時
初
分
よ
り

こ
ど
も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

※
秋
の
特
別
整
理
休
館
の

お
し
ら
せ

本
の
整
理
作
業
を
行
な
う
た
め
に
次

の
よ
う
に
休
館
い
た
し
ま
す
。

叩
月

4
日
か
ら
叩
月
日
日
ま
で

の
叩

日
間
で
す
。

昨
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

‘
蛇
困
地
区
の
た
な
ぱ
た

図
書
館
に
入
っ
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新
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本
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。
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吉
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歳
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歳
ま
で
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今
日
か
ら
二
学
期

第3種郵便物認可 鹿担 うおづ 51.9.1

四
十
日
に
も
わ
た
っ
た
夏
休
み
も
よ

う
や
く
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
今
日
か
ら

二
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。

夏
休
み
中
に
遊
び
ぐ
せ
が
つ
い
た
子

ど
も
は
た
い
へ
ん
で
す
。
二
学
期
が
始

ま
っ
て
も
心
の
切
り
替
え
が
で
き
ず
、

つ
い
勉
強
に
身
が
入
ら
な
か
っ
た
り
、

夜
ふ
か
し
を
し
た
り
し
が
ち
な
も
の
で

す
。
青
少
年
の
不
良
化
も
夏
休
み
中
に

遊
び
す
ぎ
、
勉
強
が
追
い
つ
か
ず
、
つ

い
学
校
が
き
ら
い
に
な
っ
た
・:
と
い
う

動
機
例
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
兆
候
が
見
え
た
り
、
見

か
け
な
い
友
だ
ち
と
付
き
合
い
始
め
た

り
、
キ
ョ
ト
キ
ヨ
ト
と
落
ち
着
か
な
い

態
度
を
見
せ
る
よ
う
な
ら
、
そ
れ
と
な

く
注
意
し
、
よ
く
話
し
合
っ
て
手
遅
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
た
い
も
の

で
す
。

き
て
今
月
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
充

実
さ
せ
る
に
は
、
親
は
、
ど
ん
な
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ

い
て
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
成
長
の
力
と
性
格

子
ど
も
の
自
発
性
、
衝
動
性
は
、
成

長
の
力
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
活
発
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
に
は
望
ま
し

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
自
発
性
、
衝
動
性
の
発
現

を
そ
の
ま
ま
許
容
さ
れ
る
と
、
き
わ
め

て
自
発
的
で
あ
る
が
、
わ
が
ま
ま
勝
手

な
人
間
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

子
ど
も
ど
う
し
の
集
団
の
中
で
あ
れ

ば
、
自
発
性
の
発
現
が
高
度
に
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
自
発
的
な
自
己
制
御
も

働
き
、
両
者
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
が
達

成
さ
れ
て
い
く
の
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
子
ど
も
の
成
長
の
力
と
性
格

に
つ
い
て
考
え
て
見
る
こ
と
に
し
ま
し

ょ、っ
。

ー
子
ど
も
の
行
動

子
ど
も
が
あ
る
極
の
動
物
を
怖
が
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
の
動
物
か
ら
怖

い
目
に
あ
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
場
合

も
あ
る
が
、
こ
ど
も
が
自
ら
な
ん
と
な

く
危
険
を
察
知
し
て
笹
戒
的
な
気
持
ち

で
動
物
に
相
対
す
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
は
そ
の
中
に

成
長
の
力
を
も

っ
て
い
て
、
そ
の
成
長

の
力
が
自
発
的
に
発
現
し
て
い
く
姿
が
、

即
、
子
ど
も
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
活
動
は

私
達
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
し
、
育

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も

の
自
発
性
を
よ
く
見
守

っ
て
伸
ば
し
て

や
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
や
、
遊
び
友
達
の
関
係
、

食
物
、
交
通
事
故
と
の
か
か
わ
り
な
ど

「
な
ん
と
な
く
」
く
た
び
れ
た
生
気
の

な
い
子
ど
も
や
、
常
に
イ
ラ
イ
ラ
の
状

態
に
あ
る
子
ど
も
な
ど
は
、
特
に
親
と

し
て
ど
う
成
長
を
伸
ば
し
て
や
る
か
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
他
律
と
自
律

子
ど
も
も
大
人
も
自
ら
安
全
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
達

の
周
囲
に
危
険
物
が
多
い
場
に
は
、
子

ど
も
の
自
発
的
な
自
己
制
御
を
信
頼
し

て
そ
れ
に
ま
か
せ
き
っ
て
し
ま
う
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

親
や
他
の
大
人
に
よ
る
他
律
的
な
し

つ
け
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
と
い
っ

て
子
ど
も
の
成
長
を
無
視
し
て
、
い
つ

ま
で
も
、
い
ち
い
ち
指
し
図
を
し
て
や

る
こ
と
は
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
常
に
、親
を
尊
敬
し
て
い
る
な

ら
ば
自
然
と
し
つ
け
を
取
り
入
れ
て
い

く
よ
う
に
な
り
、
い
ち
い
ち
他
律
を
待

た
ず
自
律
的
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
親
が
甘
や
か
さ
ず
、
わ
が

ま
ま
に
育
て
る
こ
と
な
く
、
自
発
性
を

尊
重
し
て
自
律
性
を
伸
は
す
た
め
に
、

混
か
い
家
庭
の
場
で
常
に
話
し
合
い
の

機
会
を
作

っ
て
い
く
よ
う
に
心
掛
け
て

い
く
な
ら
ば
、
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な

成
長
と
と
も
に
、
す
ば
ら
し
い
能
力
も

自
ら
身
に
つ
い
て
い
く
も
の
と
思
い
ま

す
。

け
月
以
上
の
乳
幼
児
で
い
ま
ま
で
に
一

付
回
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
受
け
て
い
な

け

い

人
。

け
マ
受
付
時
間

1
午
後

1
時
却
分
か
ら

安

2
時

会け

V
母
親
学
級

*
 
日
マ
9
月

口

日

闘

会
マ
時
間

l
午
前

9
時
ぬ
分
i
午
後
3

*
 
合

時

初

分

け
マ
場
所

1
魚
津
保
健
所

げ
マ
対
象

・
内
容

1
妊
婦
、
よ
い
子
を

け
生
む
た
め
の
学
習

け
マ
昼
食
と
ズ
ボ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

合合合ム
H

-R 
占
H*
 

占
H*
 

合*
 

合*
 

合合会合合*
 

A
H
 

V
乳
児
検
診

日11月0 30 9 
日3月9 月日 日

(1虫 (村 (;.j.;) 樹 日

時半110午時自811 
l 午後 1ZfF 圭

時半110午前時8 f時間~寸~ 時2時l H2 寺時l 

8 

M5末ご"tさか月児3 
綿5p3 8 対か か

月
た瓦 児月

月
象

児 児

1/ 1/ 1/ {健所呆魚浮 場所

V
ニ
関
節
脱
臼
検
診

V
成
人
病
健
康
相
談

マ
12 10 
H寺月
6 
日

かぬ

午
前

9
時
ぬ
分
i

(15) 
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「
今
月
の
納
税
」

口
大
火
初
周
年
の
消
防
訓
練

9
月
日
日
は
大
火
初
周
年
に
あ
た
り

ま
す
。
市
消
防
本
部
で
は
、
防
火
防
災

思
想
の
普
及
を
は
か
る
目
的
で
消
防
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
ゃ
く
百
五
十
名
の

消
防
団
員
と
十
六
台
の
消
防
車
が
午
後

7
時
に
魚
津
神
社
に
集
ま
り
、
祈
願
祭

を
行
な
っ
た
あ
と
、
午
後
8
時
に
サ
イ

レ
ン
の
吹
鳴
と
同
時
に
銀
座
通
り
で
消

火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
あ
と
消

防
車
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー
ド
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

口
新
片
貝
山
荘
開
設
の
ご
案
内

市
街
地
か
ら
片
貝
川
沿
い
に
約
一
九

・
五
J
υ
川
さ
か
の
ぼ
っ
た
東
又
に
、
新

し
く
市
営
片
貝
山
荘
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
山
荘
は
、
北
陸
電
力
側
魚
津
電
力

所
の
ご
厚
意
に
よ
り
元
東
又
発
電
所
の

社
員
寮
を
借
り
受
け
た
も
の
で
、
登
山

者
や
一
般
体
育
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
建

物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
で

一
般
に
開
放
す
る
の
は
二
階
、
三
階
の

内
七
室
(
敷
畳
)
緊
急
用
一
室
で
、
台
所

の
設
備
は
完
備
し
て
お
り
ま
す
が
、
食

料

・
燃
料
や
寝
具
な
ど
は
、
各
自
持
参

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

北
ア

ル
プ
ス
、
毛
勝
山
(二
、
四
一
四

υ
川
)
憎
ケ
岳
(
一
、
八
五
五
灯
)
の
登
山
口

で
自
然
と
渓
流
が
み
ご
と
に
調
和
し
た

環
境
の
山
荘
で
あ
り
ま
す
。

。
開
設
期
間
毎
年
4
月
初
日
か
ら
叩

月
末
日
ま
で

O
利
用
申
込
み
及
び
承
認
許
可

利
用
自
の
一
週
間
前
ま
で

国
民
健
康
保
険
税
第
2
期
分

に
市
教
育
委
員
会
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

承
認
し
た
方
に
は
、
利
用

許
可
書
と
門
戸
の
鍵
を
わ

た
し
ま
す
。

。
市
街
地
か
ら
マ
イ
カ
ー
で
約
日
分

。
電
鉄
魚
津
駅
前
か
ら
パ
ス
で

1
終
着

東
蔵
バ
ス
停
ま
で

ω分
(
一

O
、

五
J
U
地
点
)

な
お
、
元
の
片
員
山
荘
(
木
造
平
屋
建
)

は
老
朽
し
た
の
で
閉
鎖
し
ま
し
た
。

口
計
量
器
の
定
期
検
査
実
施
案
内

富
山
県
計
量
検
定
所
で
は
、
日
年
度

の
計
量
器
検
査
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
営
業
等
に
「
は
か
り
」
を
使
用

の
方
は
、
最
寄
り
の
検
査
場
で
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

15 14 13 12 12 8 7 6 5 4日1月0 月日日 日 日 日 日 日 日 日 日

牛時後3前1時午0 時午後3午時後1 正午午前1時0 午時後3午時前10 
時

" " " " " 11 
問l

学後村木 市民館会 校大町小学

華民時
道下保育園 曜

在器計量
検査場所" " " 場所σ〉の

所

地村木区 地本江区 町地大区 地経区団 下地道区の一村木
町地大本江区

村木

天神学西布片貝
亙主E上富苦松地倉区下島中

倹

査

経地区困
地

部
上島中 区

口
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

第

3
回
サ
イ
ク
ル
・
オ
リ
エ

ン
テ

l
リ
ン
グ
県
大
会

期
日

9
月
ロ
日
(
小
悶
決
行
)

納
期
限
は
9
月

ω日
で
す

場
所
魚
津
市
周
辺

集
合
場
所
沢
田
青
果
前
広
場

集
合
時
間

9
時
ぬ
分

参
加
資
格
日
歳
以
上
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
愛
好
者

参

加

料

五

O
O
円

申
込
サ
イ
ク
リ
ン
グ
相
談
の
庖

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

携
行
品
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン

・
タ
オ
ル

・

雨
具

・
水
筒

・
畳
食

・
充
分
に
整

備
さ
れ
た
変
速
器
付
自
転
車

ロ
海
上
呆
安
大
学
校
学
生
募
集

学

4

受
付
期
間
日
年
9
月
お
日

ωか
ら
叩

月
日
日
開
ま
で

採
用
予
定
数
海
上
保
安
大
学
校
学
生

約
四

O
名
、
海
上
保
安
学
校
学
生

燈
台

l
約
三

O
名
、
航
海
、
機
関
、

通
信
、
主
計

l
約
一

O
O
名

受
験
資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
(
大

学
校
学
生
は
昭
和
泊
年
4
月
2
日
)

以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、

。
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
又
は
昭
和

臼
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

。
高
等
専
門
学
校
の
第
三
学
年
を
修
了

し
た
人
、
又
は
昭
和
臼
年
3
月
ま
で

に
修
了
見
込
の
人

試
験
日
大
学
校
生

昭
和
日
年
日
月

幻
日
出
お
日
制

学
校
学
生
昭
和
日
年
日
月
お
日
制

試
験
地
金
沢
市

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は

伏
木
海
上
保
安
部

高
岡
市
伏
木
錦
町
十
一

It--十
五

宮

0
7
6
6
l
u
|
0
1
9
7
へ

ど
う
ぞ

口
陸
、
海
、
空
自
衛
官
採
用

1
資

格満
児
歳
i
お
歳
未
満
の
男
子

2

待

遇

O
特
別
国
家
公
務
員

(身
分
保
障
)

O
各
種
専
問
技
術
の
修
得
可
能

O
夜
間
大
学
(
高
校
)

通
信
教
育
受
講
可
能

。
衣
、
食
、
住
無
料
支
給

初
任
給
七
三
、
七

O
O
円

ボ
ー
ナ
ス
年
間
五

・
二
か
月

各
種
手
当
支
給

3
受
付
相
談

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

魚
津
募
集
事
務
所
(
上
村
木
)

ま
た
は
、
市
役
所
市
民
課

口
電
話
線
の
地
下
管
路
埋
設
土

木
工
事
に
た
い
す
る
ご
協
力

の
お
願
い

電
電
公
社
で
は
加
入
電
話
取
付
の
電

話
線
を
増
設
す
る
た
め
、
次
の
地
区
で

地
下
管
路
埋
設
土
木
工
事
を
行
い
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

工
事
期
間
昭
和
日
年
9
月
中
旬

か
ら
昭
和
臼
年
1
月
下
旬
ま
で

工
事
地
区
中
央
通
り
、
大
海
寺

野
、
吉
島

2 

魚
津
電
報
電
話
局

げ

マ
エ
プ
ロ
ン

・
健
康
手
帳
を
持
参
く

け
だ
さ
い
。

け

マ

9
月
8
日
附
9
月

n
日
附
各
日
午

*

後
1
時
1
3
時

台合
マ
場
所

1
市
役
所
一
階
保
健
室

日
マ
内
容
医
師
に
よ
る
診
察
、
血
圧
、

い
検
原
、
心
電
図
、
体
位
測
定
、
保
健

日

指

導

日
マ
費
用

1
無
料

合

マ

9
月
げ
日
働
午
前
9
時
加
分
i
日

付
時
初
分

け
マ
場
所

1
諏
訪
神
社

け

0
映
写
会

1
成
人
病
予
防
に
つ
い

け

て

、

健

康

体

操

に

つ

い

て

-R 
占
H-商

品
H

。。

26 23 19 15 12 5 
日 日 日 日 日 日

(日) 肘 (日) 附 (日) (日) 9 

診穣所片貝

森 外福 鈴 藤 宮 月
本 干斗回 木 回 本 の
医 医整 医 医 医 休
院 院形 院 院 院

診療医日
写iき尻鳥
?i 
t?r j5 r 宣?苦苦疋 t?E j5 十t?E新? 

2 
2 丁目 2 

1 9 
21 97 目。5 ~ 18 1 2 

8 3 t:l 15 7 。

※ 

診
療
時
間

1
各
日
共
午
前
9
時

i
午
後
5
時

市勢のうごき (7月末)

市の面積 2∞.75""，，2 
海岸線 7 .9仇

世幣数 12，187戸

人口 (男) 23，440人

(女) 25，401人

計 48，841人

男女計

生 31人 32人 63人

亡 13人 14人 27人

入 39人 33人 72人

出 44人 33人 77人

出

死

転

転

編
集
発
行
人

津:

魚

市

flJ 
制

魚
津
印
制
株
式
会
社


